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相馬中村藩主歴代の年譜、
初の全文翻刻　

本書の概要
本書は、相馬中村藩歴代藩主の年譜で、初代藩主利胤誕生の天正 9年（1581）
から、13 代誠胤が歿する明治 25 年（1892）まで 312 年間、181 冊の記録である。
原本は旧相馬藩主家所蔵。原題は「御年譜一 利胤君御代」「利胤朝臣御年譜」
「萬榮日録」等さまざまであるが、刊行にあたっては利胤ほか代々の年譜に
も通用するよう『相馬藩世紀』と改めた。

原本は一貫した編纂ではなく、その時代ごとに書かれたもので、いずれも
編年体である。益胤・充胤・誠胤の巻には編纂者二宮尊親の序文を有する。
当時の史料を引用しつつまとめられた記録は信憑性が高く、相馬中村藩政史
はもとより、幕政史や地域の民俗学の研究に大変有益な史料である。本書で
は、翻刻とともに頭注と校訂注を施し利便性を向上させた。

相馬中村藩とは
相馬家は平将門を祖と伝える。鎌倉期に千葉氏より入って家を継いだ師常
が、源頼朝に従って平泉攻撃に功を立てて奥州行方郡を与えられ、奥州相馬
家の祖となった。以降、明治維新にかけて約 740 年間、陸奥国の行方郡・標
葉郡・宇多郡南半あわせて 6万石を治めた。

23年ぶりの続刊
『相馬藩世紀』は、1999 年及び 2002 年にそれぞれ第 1と第 2が続群書類従
完成会より刊行されている。今回刊行される第 3は実に 23 年ぶりの続刊と
なる。引き続き、残りの 4冊の作業も進行中である。

〒 101-0052　東京都千代田区神田小川町 3-8
TEL：03-3291-2961 ／ FAX：03-3291-6300　pub@books-yagi.co.jp

画像：『続撰萬榮録』三・六・九



【相馬藩世紀（全 7 冊）定期予約受付中】
刊行次第、お届けいたします。ご注文は最寄りの書店か、または小社までお申し込み下さい。
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岩崎敏夫・佐藤高俊・岡田清一・水久保克英 校訂・校注／八木書店刊� 2025 年 9 月刊行予定

相馬藩世紀 第3 そうまはんせいき� 〔　　　〕冊　

ISBN978-4-8406-2543-2 C3321 ￥17000E　定価 18,700 円（本体 17,000 円＋税 10%）
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組見本

相馬藩世紀 第一・第二　そうまはんせいき�

岩崎敏夫・佐藤高俊校訂／岡田清一校注　続群書類従完成会発行　①ISBN4-7971-0681-6　②ISBN4-7971-0682-4
A5判上製・函入・①288頁②316頁・各冊定価12,100円（本体11,000円＋税）

〔収録〕①天正9年（1581）～元禄6年（1693）　利胤・義胤・忠胤・貞胤・昌胤
②元禄7年（1694）～延享2年（1746）　昌胤・叙胤・尊胤

相馬藩刑法万覚 そうまはんけいほうよろづおぼえ

吉田幸雄編　続群書類従完成会発行　ISBN4-7971-0747-2
A5判上製・函入・190頁・定価7,150円（本体6,500円＋税）

奥州相馬藩6万石の藩法布令の仕置事例と御定についての覚書。相馬藩特有の在郷給人と呼ばれる下級武士や
下々に対して厳しい御定の様子がうかがえる。

関連書
―好評発売中―
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